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2. 点検実施方針(1/2)

点検作業の実施にあたり、現地確認を踏まえた調査実施計画の立案、スパン割の

設定を行うこととした。以下に詳細を整理する。

現地踏査及びその後の協議により、スパン割りは以下のとおりとした。

★消波工有：スパン A-1～A-5

★消波工無：スパン B-1～B-19

なお、一定区間については、消波工の有無、ならびに、階段工により断面変化

が確認された箇所で設定した。

現地踏査は、調査員の安全を考慮し3人体制で実施した。

点検作業を実施する上で、点検の目的ならびに点検手順を把握する必要がある。

以下に一次点検、二次点検の作業手順を示す。

一次点検は、施設の防護機能に影響を及ぼす変状の把握として、剥離損傷等を

確認するとともに、施設全体の変状の有無を把握し、応急措置等の必要性の判断

や、二次点検を実施すべき箇所の選別を行うことを目的とする。

二次点検は、構造物の部位・部材の状況を把握し、健全度評価と必要な対策の

検討を行う目的で実施するものであり、目視及び簡易な計測を基本として、必要

に応じて詳細な計測を行うことを目的とする。

【一次点検】

スパン毎に損傷の有無を確認

した。なお、点検箇所は、以下

とする。

★天端被覆工

★表法被覆工

★消波工

★排水工

★波返し工

【二次点検】

一次点検結果を踏まえ、詳細

点検を実施した。

対象スパンは

消波有区間：A-1～A-4

消波無区間：B-1～B-5

B-15～B-19

▲スパン割付(延長測定)

▲施設全体の確認(ドローン撮影)

▲簡易的な損傷状況の確認

25

BOX

BOX

BOX

階段工

階段工

消波ブロック L

Aタイプ(消波有) L=45.3mBタイプ(消波無) L=185.0m

護岸総延長 L=230.3m

A-1A-2A-3A-4A-5B-1
B-2

B-3
B-4

B-5B-6B-7B-8B-9B-10B-11B-12B-13B-14
B-16 B-15

B-17

B-18

B-19

区間No.4 区間No.3 区間No.2 区間No.1
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左記の内容を踏まえ、一次点検で抽出された箇所について、点検ならびに点検

シートを作成する。また、スパン毎に損傷ランクを選定する。平面図、側面図、な

らびに写真帳は報告書を参照のこと。

天候： 晴　曇　雨

海岸名 桂島漁港海岸 一定区間 No.4 施設名 護岸 点検者氏名

点検者所属 スパンNo. B-18

広範囲であっても表面の剥
離・損傷が生じている。

目地ずれがあるが、水の浸
透はない。

防護高さを満足している。

1mm以下のひび割れが生じ
ているか、ひび割れが生じ
ていない。

ごく小規模の剥離・損傷が
生じているか、剥離・損傷
が生じていない。

目地部にわずかなずれ、段
差、開きが見られるか、段
差・開きが見られない。

-

B=
H=
D=

移動に伴う目地の開きが大
きい。天端工との目地部よ
り水の浸透の恐れがある。

点検結果入力シート

【調査概要記入欄】

【調査結果記入欄】

防護高さを満足していない

部材背面まで達するひび割
れ、亀裂が生じている。
(幅5mm程度以上)

広範囲に部材の深部まで剥
離・損傷が生じている。

転倒あるいは欠損がある。
目地の開

き、
相対移動量

荘地区 桂島漁港海岸

波返工
(胸壁につい
ては堤体工)

防護高の不足

ひび割れ

剥離・損傷

-

1方向に幅数mm程度のひび
割れがあるが、背面までは
達していない。

点検位置 変状現象
a b c

2018年12月7日調査年月日：

田所　翔地区海岸名

d
評価結果  計測寸法(最大値)

変状、損傷等のランク

b変状ランクの判定結果

点検を実施した全範囲 B-1　～　B-19三州技術コンサルタント株式会社

複数方向に幅数mm程度のひ
び割れがあるが、背面まで
は達していない。

表面だけでなく部材の深部
まで剥離・損傷が及んでい
る。

D.L.

d
L=　0.3　ｍ

B=　0.6　ｍｍ

d
L=　0.1　ｍ

S=　0.08　ｍ

2. 点検実施方針(2/2)

変状を計測した

寸法を記載する。

評価結果欄に変状

ランクを記載する。

スパンに変状ランクを

記載。最悪値とする。

該当する点検位置、変状現

象における変状ランクを選ぶ

本業務における一次点検、二次点検の点検項目は、以下のとおりとする。

点検等の目的、実施時期等の概要ならびに点検位置は、下表のとおりとする。

目
　
的

施設全体における
変状が起こりやすい
箇所の抽出
効率的・効果的な点
検の実施

施設全体の変状進
展の把握
長寿命化計画の策
定・変更

防護機能や背後
地、利用者の安全に
影響を及ぼすような
大きな変状の発見
効率的・効果的な点
検の実施

施設の防護機能に
影響を及ぼす変状
の把握（天端高の沈
下等）
施設全体の変状の
有無の把握
二次点検・応急措置
等の実施の必要性
の判断
長寿命化計画の策
定・変更

施設健全度の把握
長寿命化計画の策
定・変更
対策の検討

内
　
容

設置情報の把握（平
面図、航空写真、衛
星写真など）
被災履歴の把握

履歴調査（所定の防
護機能の確認・設計
図書・修繕・点検等
の履歴）

陸上からの目視と近
接目視
定期点検等の後の
変状の進展の監視
や新たな変状の発
見のため、重点的か
つ概括的に実施

コンクリート部材の大
きな変状や天端高

等の確認
注2）

陸上からの目視等

近接目視
簡易な計測
必要に応じ詳細調
査

間
　
隔

― ― 数回/1年 1回程度/5年注3）（通
常の巡視等で異常
が見つかった場合
は、その都度）

同左

実
施
時
期

修繕等の施工時ま
たは初回点検時
大きな地形的な変
化が生じた場合

同左 海岸の利用が見込
まれる連休前や地
域特性を考慮して設
定

地域特性を考慮して
設定（冬季波浪後、
台風期前後等）

一次点検の結果より
必要と判断された場
合

実
施
範
囲

対象施設の全延長 同左 定期点検において
確認された重点点
検箇所（地形等によ
り変状が起こりやす
い箇所、実際に変状
が確認された箇所
等）等の監視
それ以外の施設の
全体の概観

対象施設の全延長
を対象とするが、概
ね5年で一巡するよ
うに順次実施。
なお、点検の実施に
おいて特に重要な

箇所
注4）
は毎年実施

することが望ましい。

一次点検で、必要と
判断された箇所（代
表断面での実施も
可）

表-2.1　点検等の概要

劣化・被災しやすい
箇所の抽出

施工・点検関連の履
歴調査

事前の状態把握のための調査注1）

巡視
（パトロール）

一次点検 二次点検

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ※1 ○ ※2 ○

○ ○ ○

○ ※1 ○ ※2 ○

○ ※1 ○ ※2 ○

○ ※1 ○ ※2 ○

― ― ○

○ ※1 ○ ※2 ○

― ― ○

表-2.2　巡視（パトロール）、定期点検（一次点検、二次点検）の点検位置

点検位置

波返工
（および胸壁の堤体工）

天端被覆工

表法被覆工

裏法被覆工

排水工

二次点検での
対象

定期点検

消波工

砂浜

前面海底地盤

根固工

基礎工

（対象：○、対象外：―）

巡視（パトロール） 一次点検での
対象

【一次点検】

該当する点検位置において、スパン毎に損傷の有

無を点検・整理する。

【二次点検】

一次点検で抽出された損傷位置、損傷の種類にお

いて、詳細点検・整理を行う。

点検項目 確認する項目 目的

天端の高さ 必要高さに対する不足 防護機能の把握

ひび割れ ひび割れの有無

剥離・剥落・欠損 剥離・剥落・欠損の有無

鉄筋の腐食 錆汁、鉄筋露出の有無

隣接スパンとの相対移動
隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開
きの有無

天端の沈下の把握

修繕箇所の状況 修繕箇所における変状の発生の有無
修繕の適切性の把
握

ひび割れ ひび割れの有無

目地部、打継ぎ部の状況 目地材の有無、隙間・ずれの有無

剥離・損傷 剥離・損傷の有無

沈下・陥没 沈下・陥没の有無

漏水 漏水の痕跡の有無

植生の異常（繁茂等） 植生の異常（繁茂等）の有無

修繕箇所の状況 修繕箇所における変状の発生の有無
修繕の適切性の把
握

目地のずれ 高低差・ずれ・開きの有無 天端の沈下の把握

修繕箇所の状況 修繕箇所における変状の発生の有無
修繕の適切性の把
握

移動・散乱 ブロックの移動・散乱の有無

破損 ブロックのひび割れ・損傷の有無

沈下
消波工の天端と波返工等の高低差の異
常の有無

侵食・堆積
砂浜の侵食、浜崖形成の有無、浜幅の
減少

吸出しによる空洞の
発生の可能性の把
握

表-4.1　一次点検項目の一覧

点検位置

天端被覆工
（水叩き工を含
む）、
表法被覆工、
裏法被覆工

排水工

天端工

波返工
（胸壁については
堤体工）

消波工
根固工

砂浜

吸出しによる空洞の
発生の可能性の把
握

吸出しによる空洞の
発生の可能性の把
握

天端の沈下及び吸
出しによる空洞の発
生の可能性の把握

吸出しによる空洞の
発生の可能性の把
握

点検方法

消波工

表-２.５-１ ２次点検で必ず実施する点検項目（簡易な計測）

点検位置 点検項目 変状 目的

剥離・剥落・欠損 剥離の範囲，剥落・欠損の深さと範囲

鉄筋の腐食 錆汁の有無と範囲，鉄筋露出の長さ

目地の開き，相対移動量 隣接スパンとの高低差，ずれ・目地の開きの幅

目視又は計

測

ひび割れの長さ，ひび割れ幅

天端の沈下，施設の不等

沈下，滑り等の把握

天端被覆工

(水叩き工を含む），
表法被覆工，

裏法被覆工

ひび割れ ひび割れの長さ，ひび割れ幅
吸出しによる空洞の発生

の可能性の把握

目地部，打継ぎ部の状況 目地材の有無，隙間・ずれの幅

剥離・損傷 剥離・剥落の深さと範囲

沈下・陥没

波返工
(胸壁については堤体工)

ひび割れ
吸出しによる空洞の発生
の可能性の把握

沈下・陥没の深さと範囲 天端の沈下の把握

排水工 目地の開き，相対移動量 隣接スパンとの高低差，ずれ・目地の開きの幅 天端の沈下の把握

吸出しによる空洞の発生

の可能性の把握

破損 ブロックひび割れ・損傷の程度，範囲

沈下 消波工の天端と波返工等の高低差

砂浜 侵食・堆積 砂浜の浸食，浜崖形成の有無，浜幅

移動・散乱 ブロックの移動・散乱の範囲

【一次点検】

天端、表法、裏法被覆工の点検項目は、ひび割れ、目地部、

剥離・損傷、沈下・陥没、漏水、植生、修繕箇所であり、排水

工は、目地のずれ、修繕箇所である。

【二次点検】

一次点検項目から漏水、植生、修繕箇所を除くものであり、

詳細な寸法測定が必要とされている。

左記の内容を踏まえ、スパン毎に点検ならびに点検シートを作成する。以下に点

検シートの抜粋を添付する。平面図、側面図ならびに写真帳は報告書を参照のこと。

該当する点検位置における

変状の有無をチェック

変状の写真

番号を明示

変状図にも

番号を旗揚げ
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3. 一次点検(1/5)

構造として、天端被覆工はコンクリート舗装、表法被覆工(波返工

含む)は直接基礎の直立型重力式コンクリート擁壁、排水工は現場打

ちコンクリート、消波工は立体型三柱ブロックであった。

区間1の主な損傷状況を以下に整理する。

●天端被覆工：設計図面と対比すると全体的に沈下が見られるが、

洗掘が生じていないことから、吸出しによるもの

ではないと推測されるため、経過観察が望ましい。

●表法被覆工：鉄筋露出やうき、ひび割れ等が散見された。

（波返工）

●排 水 工：ひび割れが生じているが、軽微であることから排水

機能に影響はないと判断できる。ただし、底版に土砂

が堆積しているため、定期的な清掃が望ましい。

●消 波 工：スパンA-3部において一部移動・散乱が見受けられた。

▲②ひび割れ▲①沈下(h=100mm)

▲④ひび割れ(波返工)▲③鉄筋露出(表法被覆工)

▲⑤ひび割れ

▲⑦移動・散乱▲⑥鉄筋露出

3.00

3.45

＋0.60

1
.
08

1.97

2.67

0
.
2
0

0.50

0.20

0.30

軟岩(Ⅱ)

R=
1.
50

1:
0.
4

1
:
0
.
3

h=0.45,w=0.30(m)
消波工

波返工

表面被覆工

排水工

天端被覆工

排水工

波返工(上部)
表法被覆工(下部)

消波工

天端被覆工

点検位置 点検項目
注1) 目的 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5

天端高 天端の高さ 防護機能の把握 無 無 無 無 無

ひび割れ 有 有 有 無 無

剥離・剥落・欠損 有 無 無 無 無

鉄筋の腐食
注2) 無 有 無 無 無

隣接スパンとの相対移動 天端の沈下の把握 無 無 無 無 無

修繕箇所の状況 修繕の適切性の把握 無 無 無 無 無

ひび割れ 有 有 有 無 無

目地部、打継ぎ部の状況 無 無 無 無 無

剥離・損傷 無 無 無 無 無

沈下・陥没 有 有 有 有 有

漏水の痕跡 無 無 無 無 無

植生の異常(繁茂等)
注3) 無 無 無 無 無

修繕箇所の状況 修繕の適切性の把握 無 無 無 無 無

ひび割れ 無 無 無 無 無

目地部、打継ぎ部の状況 無 無 無 無 無

剥離・損傷 有 無 有 無 無

鉄筋の腐食注2) 有 無 無 無 無

沈下・陥没 無 無 無 無 無

漏水の痕跡 無 無 無 無 無

植生の異常(繁茂等)注3) 無 無 無 無 無

修繕箇所の状況 修繕の適切性の把握 無 無 無 無 無

移動・散乱 無 無 有 無 無

破損 有 有 無 無 無

沈下 無 無 無 無 無

移動・散乱

破損

沈下

目地のずれ 天端の沈下の把握 有 有 有 有 無

修繕箇所の状況 修繕の適切性の把握 無 無 無 無 無

確認する項目

必要高さに対する不足

波返工
(胸壁については堤

体工)

ひび割れの有無

吸出しによる空洞の発生の
可能性の把握

剥離・剥落・欠損の有無

錆汁、鉄筋露出の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地開きの有無

修繕箇所における変状の発生の有無

天端被覆工

ひび割れの有無

吸出しによる空洞の発生の
可能性の把握

目地材の有無、隙間・ずれの有無

剥離・損傷の有無

沈下・陥没の有無
天端の沈下及び吸出しによ
る空洞の発生の可能性の把

握

漏水の痕跡の有無

植生の異常(繁茂等)の有無

修繕箇所における変状の発生の有無

漏水の痕跡の有無

修繕箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出の有無

吸出しによる空洞の発生の

可能性の把握

消波工

ブロックの移動・散乱の有無

植生の異常(繁茂等)の有無

表法被覆工

ひび割れの有無

目地材の有無、隙間・ずれの有無

剥離・損傷の有無

沈下・陥没の有無
天端の沈下及び吸出しによ
る空洞の発生の可能性の把
握

ブロックのひび割れ・損傷の有無

消波工の天端と波返工等の高低差の異常の有無

排水工
高低差・ずれ・開きの有無

修繕箇所における変状の発生の有無

吸出しによる空洞の発生の
可能性の把握

根固工

ブロックの移動・散乱の有無

吸出しによる空洞の発生の
可能性の把握

ブロックのひび割れ・損傷の有無

消波工の天端と波返工等の高低差の異常の有無
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